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　　　　　　　　非線形ノズル噴流力による

　カフィードバック空気圧サーボ弁のし張振動
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実験に使用した案内弁ではM、s2Y，　K、Yが！D、sYに

比べて無視できて，（4）式は次のようになる．

粂聯ご郡∵ま2姻｝（6）
xは矩形波状に変化する（図5）のでX＝xi／sとおく．

　　t＝oで．Pn＝：－P。O，　y＝－Ycr　　　　（7）

　　t＝Tでρ。；　PnO，Ψ＝Ycr　　　　　（8）

ここでTは半周期である．（7）を用いて（6）を解くと
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　　　　　　　　　4．実験結果

　写真1は振動の記録波形である．図8はVnをパラメ

ータとして，Aを変化したときの発振周波数の実測値

を印したもので，実線はVn＝2．5cm3の場合の計算値
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　　　　　　　　図8　発振周波数

である．

　　　　　　　　5．　む　す　び

　非線形ノズル噴流力によってカフィードバック空気圧

サーボ弁がし張振動を起こすことがあることを明らかに

した．実測した発振周波数と計算値とが同じ傾向を示し

た．実測値と計算値のずれはfn。、（x，／’。，P。ノ）をfn。Z

（X）で近似したためと考えられる．
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